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みやぎ視能訓練士の会会員各位

2017 年 11 月

11 月号の会報をお送りします。

～内容～

① 第 58回日本視能矯正学会報告 Ｐ2-4

② 園児の視力検査実技講習会報告 Ｐ5

③ 第１回全体会のお知らせ Ｐ6

④ 求人案内 Ｐ7

⑤ 平成 29年度第 2回 運営委員会議事報告 Ｐ8

【今後の予定】

☆第 65 回日本臨床視覚電気生理学会

第 5回韓日合同臨床視覚電気生理学会 inJAPAN

日時：平成 29 年 11 月 17 日(金)～18 日(土)

場所：千里ライフサイエンスセンター(大阪府)

☆日本視能訓練士協会 生涯教育プログラム

＜新人教育プログラム 技術日程＞

視野検査//平成 29年 11 月 26 日(日) 場所：東北文化学園大学(仙台市)

＜基礎教育プログラムⅢ＞

視能障害//平成 29 年 11 月 25 日(土)

視能矯正//平成 29 年 11 月 26 日(日) 場所：機械振興会館(東京都)

☆第 56 回日本網膜硝子体学会総会

日時：平成 29 年 12 月 1 日(金)～3 日(日)

場所：東京国際フォーラム(東京都)
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文責：川上

10 月 28 日（土）～29 日（日）仙台国際センターで「第 58 回日本視能矯正学会」が開

催され、参加者約１４００名と大盛況に終わりました。

今回の視能矯正学会はいつもの学会と少し違っていました。通常の口頭発表者のほか

に、ポスター発表者も２分間のショートプレゼンテーションがあり、より多くの視能訓

練士が口頭発表する機会がありました。また、ネームカードに「萩の月」の引換券がつ

いていたり、ポスター展示会場ではコーヒーなどの飲み物が提供されたり、ビジョンバ

ン展示があったりと、新しい知識を吸収する以外にも楽しめる学会でした。

今回のビジョンバンの展示にあたり、もっとビジョンバンを知ってもらおうとロビー

にはビジョンバンについてのポスター展示とお土産付き（ミニ笹かまと一口黒糖饅頭）

のクイズ＆アンケート、フォトプロップスを使用して記念写真を撮影できる場をみやぎ

視能訓練士の会として企画しました。当日は、東北文化学園大学の１年生にビジョンバ

ンの案内やお土産配りなどをお手伝い頂きました。アンケート回答率は９３％で、ビジ

ョンバンを知っていたか、ビジョンバンに参加したいと思うかの問いに、ビジョンバン

を知っていた７２％、参加したい７５％と関心の高さが伺えました。

いつかまた仙台で学会が開催されることを期待しています。

学会のお手伝いをされたみなさま、お疲れ様でした。

学会長の小野さん本当にお疲れ様でした！

学会長お疲れ様でした！
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写真提供

木皿さん・高津さん
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視能矯正学会に参加して視能矯正学会に参加して視能矯正学会に参加して視能矯正学会に参加して

東北医科薬科大学病院 大宮 香愛

10 月 28､29 日に仙台国際ｾﾝﾀｰで行われた日本視能矯正学会に参加しました｡

初日の朝から沢山講演が入っており、初日の特別講演では“糖尿病網膜症の現状と最新

の治療”という題で､日常の患者さんにも繋がる話でした｡

おおよそ病気については知っていても血糖のｺﾝﾄﾛｰﾙをすると認知症が悪化する等知らな

い事も多く､大変勉強になりました｡それから、若年層では低収入や休みが取り難い環境等

で重症化し易いという説明でした｡外来の患者さんにも多く見受けられる事だったので､改

めて病気の怖さを実感しました｡

２日目は特別講演の“有効な検査から見えてくる新たな緑内障の世界”の途中から聞く

事が出来ました｡

「緑内障の検査では必要な検査の目的や特性を理解し､きちんと検査を行なう事で診断に

直結してくる」

私達の技術の向上が求められ､日々の業務でもしっかり意識していかなければと改めて思

いました｡また、なかなか接する事のないｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞの患者さんの話やﾌﾟﾘｽﾞﾑ眼鏡について

も勉強する事ができ､外来に来た時には学んだ事を活かせるようにしたいです｡

今回の学会では私の勤務する東北医科薬科大学病院でも発表がありました｡昨年からの

準備でﾃﾞｰﾀを集めたり色々大変でしたが､滞りなく終わる事が出来ました｡

視能矯正学会としては久しぶりの東北での開催で､２日目の天候は良くありませんでし

たが 1000 名を超える参加があったようです｡１年前の東西線地下鉄開通もあり参加者増

に繋がったのではないでしょうか｡

今回の学会は沢山学ぶ事が出来た､充実した 2 日間になりました｡

ポスター発表の様子
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園児の視力検査実技講習会報告園児の視力検査実技講習会報告園児の視力検査実技講習会報告園児の視力検査実技講習会報告

東北医科薬科大学病院 杉山 隼人

日時：平成２９年 9 月 27 日(水)14：00～16：00

場所：宮城県医師会館

実技指導視能訓練士

阿部龍二(平成眼科病院)・太田美穂(みやぎ県南中核病院)・木皿滋子(古川中央眼科)・

杉山隼人(東北医科薬科大学病院)・日野恵(仙台医療センター) (五十音順)

毎年、宮城眼科医会より約 600 施設の幼稚園、保育園、保育所へ案内されるこの講習会です

が、今回の参加施設は 22 施設 25 名でした。今回も昨年同様、医師の講演 30 分、視能訓練士

の講演 30 分、実技演習 1 時間、が行われました。

小林茂樹先生の講演では斜視・弱視・視覚の感受性期についてお話しして頂き、参加された

方々には子どもの視力発達の重要性をご理解頂けたと思います。

実技演習では視能訓練士が字ひとつ視力表を用いて視力検査のデモンストレーションを行った

後、事前の講演での注意点を踏まえて実際に視力検査の相互演習を行いました。すでに視力検査

を実施している施設もありましたが、実施したことのない施設も多くありました。参加された

方々からは、検査器具は必ず購入しないといけないのか、検査をする際にこういった場面ではど

うするべきなのか、などの様々な質問が飛び交い、熱意をひしひしと感じました。

今後、多くの施設において視力検査が当たり前のように実施されるまで、視能訓練士として関

わっていくことの重要性を非常に感じました。また今回、実技演習にご協力して頂く方の人数が

予定していた定員に達しませんでした。皆さんが普段行っている字ひとつ視力検査の方法を実演

するだけで特に難しいことはありませんので、興味のある方は来年度も開催されますので是非ご

参加下さい。
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第１回第１回第１回第１回 全体会のお知らせ全体会のお知らせ全体会のお知らせ全体会のお知らせ

安藤修二さんを囲んで安藤修二さんを囲んで安藤修二さんを囲んで安藤修二さんを囲んで

日時：平成日時：平成日時：平成日時：平成 29292929 年年年年 12121212 月月月月 3333 日日日日((((日日日日)))) 10101010：：：：00000000～～～～12121212：：：：00(00(00(00(予定予定予定予定))))

場所：仙台市福祉プラザ場所：仙台市福祉プラザ場所：仙台市福祉プラザ場所：仙台市福祉プラザ 11111111 階階階階 第１研修室第１研修室第１研修室第１研修室

(仙台市青葉区五橋 2-12-2 022-213-6237)

【地下鉄】市営地下鉄南北線「五橋駅」下車 南１番出口から徒歩３分

事前参加申し込みは必要ありません。

参加希望の方は当日会場までお越しください。

学術担当

今回の全体会は、ｅｙｅｅｙｅ福祉機器展ｅｙｅｅｙｅ福祉機器展ｅｙｅｅｙｅ福祉機器展ｅｙｅｅｙｅ福祉機器展の開催に合わせて

同会場で行います。

ｅｙｅｅｙｅ福祉機器展は視覚障害のある方のための生活用

具展示会です。

(Ｈ29.12.02.～12.03 仙台市福祉プラザで開催します.)

盲導犬ユーザーである安藤修二さんをお招きし、盲導犬にま

つわる話や、｢見えにくさ｣の実際についてお話ししていただく

予定です。

また後半は、トラストメディカル小泉大介さんよりロービジ

ョン機器についての紹介時間も設けます。

全体会終了後はｅｙｅｅｙｅ福祉機器展にぜひ寄って見て、機

器に触れてください！
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求人案内求人案内求人案内求人案内
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★☆会報に関してのお問い合わせは下記までご連絡下さい☆★

〒981-3627 宮城県黒川郡大和町吉岡東 2-8-10

かとう眼科医院 川上綾子 ・ 小谷里美

TEL 022-347-1682 FAX 022-347-1683

mail koho@myg-ort.com

平成平成平成平成 29292929 年度年度年度年度 第２回運営委員会第２回運営委員会第２回運営委員会第２回運営委員会 議事報告議事報告議事報告議事報告

日時：平成 29 年 10 月 6 日(金)19：00～21：00

場所：仙台市中小企業活性化センター

参加者：安達いづみ・阿部龍二・大木広美・太田五月・太田美穂・大場貴之・小野寺真司・川上

綾子・木皿滋子・近藤美来・佐々木千賀・杉山隼人・高津育美・二本柳淳子・日野恵・

村上美佳(五十音順)

議事内容

1 平成 29 年度 みやぎ視能訓練士の会会計中間報告

・会費の納入状況の報告

・概算支出状況

・会費納入の周知について

2 第 18 回みやぎ視能訓練士の会 特別講演会について

・タイムスケジュール、役割分担の確認

・会場設営・備品の確認 等

3 第 58 回日本視能矯正学会のお手伝い

・ビジョンバン展示について

文責：佐々木

＝編集後記＝

学会報告もあり予定より遅れて今号発行となりました。

学会ではかつて一緒に勉学に励んだ仲間と久しぶりの再会!！

なんて方もいたのではないでしょうか。

仲間の近況報告や発表は良い刺激になりますね。

（小）

mailto:study@m-skillup.com

